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１．緒 言
2020年の東京オリンピック開催で，外国人観光
客の増加が見込まれる。そこで，和文化を気軽に体
験できる温泉浴衣（温泉旅館の館内着としての浴衣）
に注目した。振袖，イベント用浴衣については多数
の研究があるが，温泉浴衣に関する研究は殆ど見当
らない。
富山の都市は地味なイメージがあるが，県内には
立山の美しい自然があり，また富山県は全国でも温
泉施設が多い県である。ファッションでは，人口当
たりの「しまむら」ブランドの店舗数が多い。「し
まむら」が多いのは，県民の平均身長が他県より高
いためで，手軽な価格でサイズの選べる「ユニクロ・
しまむら」などのサイズブランド（多様な体型に合
わせた複数のサイズを展開する）系が他県より好ま
れるからである（孫・榊原 2015.3）。
著名な「マズロ （ーMaslow）の欲求段階説」で
は，最も低次元（基本的な）の欲求である生理的欲
求から最終段階の高次元の欲求である自分らしさ・
自尊心への欲求まで，人は段階的に上位の欲求を求
めると説明されている（フランク・ゴーブル 1972）。
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Abstract
This study examines what people think about wearing a yukata and the effect wearing one might have on them
as a type of fashion therapy.
1. The image the subjects (students) have of yukata worn at hot spring hotels and inns:
Males: soothing (57.1%), ③cool (as opposed to "warm") (57.1%), easy to wear (51%)
Females: loose (52.6%), easy to wear (51.7%), comfortable, soothing, and cool (48.3% each).
2. The image the subjects have of yukata worn at events:
Both males and females feel this type of yukata makes the wearer look mature (45%). With regard to the feeling
of excitement, females feel the image of yukata as exciting more than males do (63.8％of the females versus 36.7%
of the males). It is considered that females feel psychological enjoyment as comfortableness. On the other hand,
it is suggested that males focus on physiological comfortableness, such as "cool (as opposed to "warm")" (49%) and
"refreshing" (46.9%).
3. The structural equation model of "consciousness and attitude towards yukata" consisted of 2 latent constructs
("dressing up/dressing in yukata" and "a change of pace/fashion therapy") with 8 manifest variables. The results
of covariance structure analysis showed that the hypothetical model had statistically acceptable structural
validities (GFI=0.939, AGFI=0.884, and RMSEA=0.000).
A correlation of 0.4 was observed between "dressing in yukata" and "a change of pace/fashion therapy" as indi-
cated by the results, such as the more the person 'wears yukata stylishly (0.91)' and 'cares about not only yukata
but also about the color combination of obi sashes and yukata (0.53),' the more he/she feels that 'Wearing a
yukata makes you feel you are someone different from your usual self' (0.85) or 'Wearing a yukata creates a dif-
ferent impression of the person who is wearing it' (0.78).
キーワード：ゆかた，ファッションセラピー，着装体験，温泉地域，イメージ
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没個性的だった一昔前の既製服と違って，今日では，
各人がTPOに相応しい十人十色の服装を楽しんで
いる。しかし，温泉浴衣について見れば，従来の個
性のない浴衣のままである。
最初のファッションセラピ （ーFashiontherapy）
は1959年にアメリカのサンフランシスコ精神健康
協会とファッショングループ共催で，カリフォルニ
アのナパ州立病院に入院した女性患者のために週2
回4週間計8回にわたり実施された。また，テキ
サス州立病院では，精神病に入院された女性患者を
対象に6週・9週プログラムに実施された。いずれ
も，患者は身体および外見満足度と自己概念が向上
されたとしている（崔，2010）。これらは医療行為
とは言えないが，被服における心理的治療として取
り入られ，こころを元気にする他，自信感の回復に
効果を得ている。
国内外研究動向との関連性について，装いと高齢
者の介護予防の側面では，日本繊維機械学会誌の特
集「高齢者のためのファッションセラピーへのアプ
ローチ」（2000.6）に，「老人ホームにおける衣生
活とおしゃれ行動」（小林2000．6）などがある。
次いで，日本繊維機械学会誌の特集「高齢者のため
のファッションセラピーの可能性」（2002.4）に
「高齢者の着装感情や服装への関心と日常生活・健
康状態との関係」（泉加代子2002．4）などがある。
また，日本家政学会被服構成学部会のシンポジウ
ム「生活の質を高める衣服；健康で自立した高齢期
を過ごすために」（2009.3日本家政学会被服構成
学部会）に，こころを元気にする衣服として高齢者
におけるファッションショーの効果が紹介された。
ファッションセラピー（ファッション療法）は日
本でも韓国でも，アメリカに留学した研究者により
紹介された。被服学分野以外の事例では第27回日
本医学総会（2007年4月4日）に装う事によるア
ンチエイジング特別企画として「ファッションセラ
ピー」が企画された。
日本医学総会のファッションセラピーの定義は高
齢者の生活スタイルにおける「装い」に注目し，若
い世代に特有と誤解されがちなファッション性や遊
びを高齢者の健康維持や予防治療に取り入れる」と
いう井上教授の考えに基づき，時代の流行を取り入
れてお洒落を楽しむ従来のファッションとは一味違
う「高齢者が主役の着飾りなどの感動のライフプラ
ン」を知ってもらうためと説明している。
筆者は2008年からデイケア高齢者の着装評価の
研究を行い，2012年4月には「TheFashionHub,
GlobalSymposium」をテーマとする国際シンポ
ジウムにて「WearingEvaluationofGlobalSPA
BrandConventionalBrandClothesbyElderly
Day-CareSubjects」について講演をした。
また，デイケア高齢者によるファストファッション
系ブランド・既存ブランドの着装評価（孫，2014），
女子学生のファッション行動と購読女性雑誌に関す
る研究（孫，2013）を行った。このように，おしゃ
れ行動を通して情動を活性化させる試みが行われ効
果をあげている事例はあるが，ファッションショー
体験行事を行うためには，多くのスタッフと事前準
備や企画が必要である。
これらの研究成果の発展として，本研究はスロー
ファッション（SlowFashion）系の伝統和服であ
る浴衣Yukata（acasualcottonKimono）に着想
し，温泉場面の浴衣と晴れ着場面の浴衣の心理的効
用について検討する。また，浴衣の着用体験が温泉
地域の活性化やファッションセラピーに及ぼす影響
を明らかにすることを目的とする。
本研究でのファッションセラピーの定義は，「装
いの心理」（小林，2003）の「私たちは着装のしか
たにより気分も変化することを経験している。この
ことは，装いのしかたが着装者の精神面に影響して
いることを示唆する。この考え方を応用したものに
ファッション療法（ファッションセラピー）がある」
とする。
しかし，ファッション療法の潜在的構造の解明は
あまりなされていない。また，「ファッションセラ
ピー」のような潜在的感性の外在化関連文献も見当
たらない。
さらに，浴衣に関する研究は晴れ着に着る場面の
浴衣が殆どで，本研究のように，温泉地で着る非日
常の場面の着脱しやすい「浴衣」を取り上げた研究
はあまり見当たらないのが現状である。洋服はファ
ストファッション（FastFashion）系が流行ってい
る。一方，和文化の継承や和文化体験においても，
SlowFashion系のゆかたにおける装い行動が心に
与える影響を明らかにすることは意義のあることと
考える。
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２．方 法
2-1．フィールドワークのよる調査方法
富山県・石川県内の温泉施設に関してフィールド
ワークを行った。富山県黒部市役所及び温泉宿で浴
衣着用行動調査をし，宿の支配人・広報担当者や来
場客にインタビューを行った。フィールドワークは，
「延楽旅館」「宇奈月国際ホテル」「ひみのはな」「つ
るぎ恋月温泉」は2014年9月，「片山津温泉かのや
光楽苑」「多田屋」は2015年3月に行った。また，
温泉宿・ホテル側が施設で行っている「お客様用の
質問紙」内容を調査した。東京都は主に「大江戸温
泉物語（2003年3月に開業）」をリサーチした。
大江戸温泉を選んだ理由は，①日本初の温泉テー
マパーク，②通常の営業時間は午前11時から翌朝
午前9時まで，③「江戸の町」を都心に再現したお
台場の新名所，④気軽に行ける温泉施設として男女
を問わず子供からお年寄りまで幅広い人気がある，
⑤江戸時代にタイムスリップすることをテーマとし
ている，⑥入館後は施設が貸し出す種類豊富な浴衣
に着替えて過ごせる，⑦外国人の来客がオープン当
時（2003年）より3倍増えていること，⑧予約なし
で行ける，⑨足湯がある，⑩一人でも行ける，⑪和
文化を楽しめる，などで話題や人気を集めているか
らである。
2-2．質問紙による予備調査方法
男女大学生の計108名に実施した。回答者は筆者
の講義科目の受講者を対象とした。質問内容はゆか
たの着装場面「①浴衣（温泉で着る）②浴衣（晴れ
着）」によって異なる感情・気分についてそれぞれ
の場面ごとに3つの例を自由記述方式により答え
させた。
本研究での晴れ着用浴衣とはイベント用，お祭り
用とする。
回答者が発信した言語（文章）の出現頻度を分析
した。その後，浴衣着装イメージに関する形容語を
上位33項目選んだ。
2-3.予備調査・本調査の実施時期及び分析方法
予備調査（2014年6月11日）は浴衣の着装場面
によって異なる感情・気分について自由記述による
調査を行った。本調査の時期は7月に行った。6月
と7月に実施した調査は筆者の授業の受講者であ
る。分析方法について，予備調査ではテキスト分析
ツールはSPSSTextAnalyticsforSurveysを活
用して，文章をカテゴリ化した。主要キーワードの
抽出，結果の調整，回答のカテゴリ化，主要キーワー
ドの頻度やキーワード間の関係の把握を行った。テ
キストマイニングとは文章形式のデータが得られた
時に，情報技術の力を借りて，データから有益な情
報を抽出する方法論である。どのような言葉が多く
登場するかがわかる。
予備調査の結果を基に，本調査では，浴衣のイメー
ジ測定項目（33項目）を作成した。本調査の分析
方法では浴衣に関する意識・行動（28項目）の構造
を明らかにするために因子分析を行った。また，変
数間の関係性をパス図を用いて表現し，分析するプ
ログラムであるAMOS（共分散構造分析用の統計解
析ソフトウェア：AnalysisofMomentStructures）
を利用し，構造方程式モデリング（SEM：Structural
EquationModel）を視覚的に表した。共分散構造
分析は構成概念や観測変数の性質を調べるための統
計的分析手法である（豊田，2003）。
2-4.本調査の測定項目
1）予備調査の結果で得られた33項目の形容語を本
調査の項目とした。「温泉の浴衣を着た時に持つ
イメージについて」，複数回答を求めた。同様に
「晴れ着の浴衣を着た時に持つイメージ」につい
ても同じ形容語33項目を設定し，複数回答を求
めた。
2）浴衣に関する意識・行動の構造を調べるために
28項目の測定尺度を作成した。そして，各項目
について，「6非常にあてはまる」「5当てはまる」
「4ややあてはまる」「3あまりあてはまらない」
「2あてはまらない」「1非常にあてはまらない」
の6段階で評定を求めた。28項目の測定尺度は
イベント用と温泉用の2種類の浴衣の着用行動を
考慮し，予備調査の結果も含めて独自で項目を作
成した。
３．結 果
3-1フィールドワークによる調査研究の結果
（1）温泉の宿泊客を対象に質問紙調査をすること
は極めて困難であることがわかった。実際に温泉宿
の部屋においてある宿泊客用の質問紙も回収率は低
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いようである。温泉宿の「ご宿泊・ご休憩について
のアンケート」の内容は客室，朝食，夕食，係員の
対応，浴場の質問が殆どで，浴衣の満足度に関する
意見を聞く項目はなかった。日帰りで館内着を提供
する温泉施設は上下が分離しているジャージ素材を
提供している施設はあった。
一方，「延楽」「宇奈月国際ホテル」「黒部市役所」
「ひみのはな」は積極的に取り組んでくれた。例え
ば，従業員・社員を対象にして質問紙調査も可能で
あること，宿泊客・入場者には質問紙に協力してい
ただいた方に記念品など謝礼をする方法などが考え
られた。富山県の観光・地域振興観光課の統計資料
によると，宇奈月温泉は年間308,000人（H25年），
358,000人（H21年）で人数が減っていることがわ
かる。有料で選べる浴衣を貸出ししている宿（延楽，
ひみのはな）もあった。
（2）東京都の大江戸温泉物語は2015年3月に大手
外資系ファンドのベイキャピタルの傘下に入り，規
模拡大を目指すことになった。TBSのWeb報道資
料によると年間売上は41億円と公表している。
来場者は19種類のオリジナル浴衣から好きな浴
衣を選び着用する。浴衣のサイズも身長に応じて多
様化している。江戸をテーマにした日帰り温泉施設
で，手軽な価格で和文化が味わえることで，外国人
や若者にも人気がある。女子の脱衣室には自動販売
機で下着をデザインとサイズ別に選択し購入できる
ようになっていた。また，浴衣の着方の案内，アメ
ニティ用品に日本語，韓国語，中国語で表記され，
外国人の観光客を対象としたサービスに気を配って
いた。
3-2イベント用（晴れ着用）浴衣を着た時の気
分・感情のクロス集計（全体）
男子48名，女子58名の計106名の若者にイベン
ト用の浴衣を着た時に持つイメージについて複数回
答を求めた結果，わくわく（55），大人っぽい（49），
華やか（48），涼しい（45），爽やか（43）の順に出
現頻度が多かった。また，どの単語が同時に使われ
ているかを見るには，単語同士のクロス集計が役に
立つ。表1に全体のイベント用浴衣の着装感情・
気分の形容語（上位16）同士のクロス集計表を示
した。表中の数値は同時に登場する回数を表してい
る。
わくわくとわくわくの登場回数が55となってい
るが，同じ形容語同士の組み合わせは，単にわくわ
くという形容語が55回登場したということを意味
している。他の組み合わせに目を移すと，「わくわ
くとうれしい」「わくわくとはなやか」の回数が多
いことがわかる。このように表を眺めることで，ど
の形容語とどの形容語が同時に登場するかを把握で
きる。表1からは，次のような組み合わせが多い
ことがわかる。
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Table1 EVENTYUKATAIMAGE形容語のクロス表
（女男込N=107，15形容語の上位出現頻度）
上位15形容語
イベント用浴衣の着装イメージ（上位15形容語のクロス表）
合計1
落ち
着く
3
わく
わく
4
清潔
5
嬉し
い
6
大人っ
ぽい
7
可愛
い
10
涼し
い
11
爽や
か
16
目立
つ
19
華や
か
21
おし
ゃれ
25
楽し
い
27
うきう
きする
28
明る
い
29
ドキド
キする
1落ち着く 21 7 12 7 11 9 17 11 6 6 7 4 4 4 5 21
3わくわく 7 55 16 31 27 27 23 23 21 31 26 25 27 20 17 55
4清潔 12 16 30 12 16 13 19 17 10 14 13 9 9 9 10 30
5嬉しい 7 31 12 40 16 23 16 19 19 27 22 22 22 17 16 40
6大人っぽい 11 27 16 16 49 19 24 20 18 21 16 12 20 11 11 49
7可愛い 9 27 13 23 19 40 17 17 15 28 20 20 21 16 14 40
10涼しい 17 23 19 16 24 17 45 28 16 19 16 14 16 14 10 45
11爽やか 11 23 17 19 20 17 28 43 17 20 17 13 17 14 10 43
16目立つ 6 21 10 19 18 15 16 17 36 21 14 14 21 14 13 36
19華やか 6 31 14 27 21 28 19 20 21 48 20 20 23 20 17 48
21おしゃれ 7 26 13 22 16 20 16 17 14 20 33 15 15 13 13 33
25楽しい 4 25 9 22 12 20 14 13 14 20 15 32 22 13 13 32
27うきうきする 4 27 9 22 20 21 16 17 21 23 15 22 37 18 10 37
28明るい 4 20 9 17 11 16 14 14 14 20 13 13 18 29 8 29
29ドキドキする 5 17 10 16 11 14 10 10 13 17 13 13 10 8 24 24
21 55 30 40 49 40 45 43 36 48 33 32 37 29 24 106
イベント用（晴れ着用）浴衣を着た時の気分・感
情のクロス集計（全体）は「わくわく－うれしい－
はなやか」「大人っぽい－わくわく－涼しい」「華や
か－かわいい－うきうき」「爽やか－涼しい－わく
わく」が同時に登場する回数が多かった。
3-3イベント用（晴れ着用）浴衣を着た時の気
分・感情のクロス集計（女子）
女子58名に対し，イベント用の浴衣を着た時に
持つイメージについて複数回答を求めた結果，わく
わく（37），かわいい（32），華やか（32），大人っ
ぽい（27），うきうきする（27）涼しい（21），おしゃ
れ（21）の順に出現頻度が多かった。また，どの単
語が同時に使われているかを見るには，単語同士の
クロス集計が役に立つ。表2に女子のイベント用
浴衣の着装感情・気分の形容語（上位12）同士の
クロス集計表を示した。表中の数値は同時に登場す
る回数を表している。
わくわくとわくわくの登場回数が37となってい
るが，同じ形容語同士の組み合わせは，単にわくわ
くという形容語が37回登場したということを意味
している。他の組み合わせに目を移すと，「わくわ
くとかわいい」「かわいいとはなやか」の回数が多
いことがわかる。このように表を眺めることで，ど
の形容語とどの形容語が同時に登場するかを把握で
きる。表2からは，次のような組み合わせが多い
ことがわかる。
女子のイベント用（晴れ着用）浴衣を着た時の気
分・感情のクロス集計は，「わくわく－かわいい－
華やか」「うきうき－華やか－かわいい」「おしゃれ－
かわいい」が同時に登場する回数が多かった。
女子はイベント浴衣に対してわくわく，かわいい，
華やかと感じていた。イベント用浴衣がわくわくと
答えた37名はかわいい（24名），華やか（22名）な
感情を抱いていた。
3-4温泉浴衣を着た時の気分・感情のクロス集
計（女子）
女子58名の温泉宿用の浴衣を着た時に持つイメー
ジについて複数回答を求めた結果，楽な（30），ゆっ
たり（30），落ち着く（28），涼しい（28），快適
（28）の順に出現頻度が多かった。また，どの単語
が同時に使われているかを見るには，単語同士のク
ロス集計が役に立つ。表3に女子の温泉用浴衣の
着装感情・気分の形容語（上位19）同士のクロス
集計表を示した。
浴衣の着装体験が温泉地域の活性化やファッションセラピーに及ぼす影響
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Table2 EVENTYUKATAIMAGE形容語のクロス表
（女子N=58，上位12位の形容語の出現頻度）
上位12位
形容語
上位12位 イベント浴衣
合計Q2-3
わく
わく
Q2-6
大人っ
ぽい
Q2-7
可愛い
Q2-10
涼しい
Q2-1
爽やか
Q2-16
目立つ
Q2-19
華やか
Q2-21
おしゃ
れ
Q2-25
楽しい
Q2-27
うきう
きする
Q2-28
明るい
Q2-29
ドキドキ
する
Q2-3
わくわく 37 18 24 14 14 9 22 18 18 19 13 14 37
Q2-6
大人っぽい 18 27 13 12 10 7 14 10 9 15 8 8 27
Q2-7
可愛い 24 13 32 12 12 9 24 16 16 16 13 11 32
Q2-10
涼しい 14 12 12 21 11 8 13 8 8 11 8 7 21
Q2-11
爽やか 14 10 12 11 20 8 13 9 8 11 7 7 20
Q2-16
目立つ 9 7 9 8 8 17 11 7 7 12 6 9 17
Q2-19
華やか 22 14 24 13 13 11 32 15 14 17 14 14 32
Q2-21
おしゃれ 18 10 16 8 9 7 15 21 9 9 8 11 21
Q2-25
楽しい 18 9 16 8 8 7 14 9 21 16 8 9 21
Q2-27
うきうきする 19 15 16 11 11 12 17 9 16 27 11 8 27
Q2-28
明るい 13 8 13 8 7 6 14 8 8 11 18 7 18
Q2-29
ドキドキする 14 8 11 7 7 9 14 11 9 8 7 18 18
37 27 32 21 20 17 32 21 21 27 18 18 58
女子の温泉浴衣を着た時の気分・感情のクロス集
計の「楽な」と思う女子は，「ゆったり」「快適な」
だから「楽な」と答えていた。また，「快適な」に
関しては，「ゆったり」「楽な」「涼しい」という気
分が快適と解釈できる。
快適を衣服のサイズのフィット感に感じていない
ので，「ゆったり」と答えており，Pleasureの楽し
さ，生理的な涼しさを感じることが快適と考えてい
ることがわかった。快適な要因には生理学要因の適
切な温度関連の「涼しさ」心理的な要因のサイズに
おけるフィット感，Pleasureを快適と考える，「楽
な」が快適性を感じさせる要因に繋がっていること
が分かった。
衣服スタイルが同じ形態の SLOW FASHION
（流行によって形の変化のない，例えば民族服，制
服など）浴衣において，着用場面によって気分・感
情が異なることがわかった。
3-5温泉浴衣を着た時の気分・感情のクロス集
計（全体）
男子48名，女子58名の計106名の温泉宿用の浴
衣を着た時に持つイメージについて複数回答を求め
た結果，落ち着く（56），涼しい（56），楽な（55），
ゆったり（53）快適（48）の順に出現頻度が多かっ
た。また，どの単語が同時に使われているかを見る
には，単語同士のクロス集計が役に立つ。表4に
男女全体の温泉用浴衣の着装感情・気分の形容語
（上位15）同士のクロス集計表を示した。
全体の温泉浴衣を着た時の気分・感情のクロス集
計は，温泉浴衣とイベント浴衣の上位5位形容語
を比較すると，涼しいは一致するが，温泉浴衣には
落ち着く，楽な，快適，ゆったりなどの心理的・生
理的な快適性を抱いており，イベント用浴衣はわく
わく，華やか，大人っぽい，かわいいと心理的な快
適性を抱いていることがわかった。男女全体の結果
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Table3 温泉YukataImage形容語のクロス表
（女子N＝58，上位19イメージ形容語）
19形容語
上位19形容語 温泉浴衣女子58名
合計Q4-1
落ち
着く
Q4-2
軽快
Q4-3
わく
わく
Q4-4
清潔
Q4-5
嬉しい
Q4-6
大人っ
ぽい
Q4-7
可愛い
Q4-8
歩き
回る
Q4-10
涼しい
Q4-11
爽やか
Q4-12
楽な
Q4-13
安心
する
Q4-14
解放感
Q4-23
快適
Q4-24
ゆっ
たり
Q4-25
楽し
い
Q4-26
さっ
ぱり
Q4-27
うきう
きする
Q4-33
はだ
ける
Q4-1
落ち着く 28 7 8 8 6 4 2 6 16 8 13 5 9 13 17 6 10 6 7 28
Q4-2
軽快 7 14 6 4 6 2 3 5 10 6 7 3 6 8 7 4 8 5 5 14
Q4-3
わくわく 8 6 23 3 10 3 6 6 10 8 12 4 3 11 9 10 6 11 8 23
Q4-4
清潔 8 4 3 17 3 7 2 2 9 8 11 3 6 10 11 2 10 2 3 17
Q4-5
嬉しい 6 6 10 3 13 4 6 5 6 6 9 2 3 8 5 5 3 8 6 13
Q4-6
大人っぽい 4 2 3 7 4 8 3 2 6 7 7 2 4 5 5 2 5 2 4 8
Q4-7
可愛い 2 3 6 2 6 3 7 4 5 5 5 2 1 6 5 5 2 5 4 7
Q4-8
歩き回る 6 5 6 2 5 2 4 11 4 5 8 3 1 5 6 4 3 7 6 11
Q4-10
涼しい 16 10 10 9 6 6 5 4 28 14 15 5 9 15 20 8 12 6 9 28
Q4-11
爽やか 8 6 8 8 6 7 5 5 14 18 13 3 7 12 12 6 9 4 6 18
Q4-12
楽な 13 7 12 11 9 7 5 8 15 13 30 6 11 15 18 8 11 7 8 30
Q4-13
安心する 5 3 4 3 2 2 2 3 5 3 6 7 4 6 5 2 4 3 2 7
Q4-14
解放感 9 6 3 6 3 4 1 1 9 7 11 4 17 12 7 3 9 2 4 17
Q4-23
快適 13 8 11 10 8 5 6 5 15 12 15 6 12 28 18 7 12 8 8 28
Q4-24
ゆったり 17 7 9 11 5 5 5 6 20 12 18 5 7 18 30 6 9 7 8 30
Q4-25
楽しい 6 4 10 2 5 2 5 4 8 6 8 2 3 7 6 13 6 8 4 13
Q4-26
さっぱり 10 8 6 10 3 5 2 3 12 9 11 4 9 12 9 6 18 4 3 18
Q4-27
うきうきする 6 5 11 2 8 2 5 7 6 4 7 3 2 8 7 8 4 6 13
Q4-33
はだける 7 5 8 3 6 4 4 6 9 6 8 2 4 8 8 4 3 6 14 14
28 14 23 17 13 8 7 11 28 18 30 7 17 28 30 13 18 13 14 58
も温泉宿用浴衣とイベント用浴衣の場面には気分・
感情の違いがみられた。
3-6イベント用浴衣と温泉宿用浴衣のイメージ
比較（男子）
図1に男子のイベント用浴衣と温泉宿用浴衣の
イメージ比較を示した。
男子48名のイベント用（晴れ着）と温泉宿用の
浴衣を着た時に持つイメージについて複数回答を求
めた結果，男子は温泉宿用浴衣を落ち着く（57.1％），
涼しい（57.1％）楽な（51％），ゆったり・爽やか
（46.9％）清潔（44.9％）と感じている。また，イ
ベント用浴衣を涼しい（49％），爽やか（46.9％），
大人っぽい（44.9％）と感じ，それぞれの場面の浴
衣を着た時に持つイメージについて明らかに差異が
みられた。
一方，男子のイベント用浴衣と温泉宿用浴衣のイ
メージ比較は，爽やか，涼しい，清潔は温泉浴衣に
もイベント用浴衣にも上位に現れ，男子は浴衣を生
理的な温度，気候として浴衣の快適性を感じている
ことがわかった。
本報では浴衣を着た時に持つイメージ（形容語33
語）について複数回答させ，分析結果として総合的な
解説を着装した時に抱く気分・感情と表現した。こ
の形容語をイメージ（気分・感情）用語と表記する。
3-7イベント用浴衣と温泉宿用浴衣のイメージ
比較（女子）
図2にイベント用浴衣と温泉宿用浴衣のイメー
ジ比較（女子）を示した。女子58名のイベント用
（晴れ着）と温泉宿用の浴衣を着た時に持つイメー
ジについて複数回答を求めた結果，女子は温泉浴衣
をゆったり（52.6％），楽な（51.7％），快適・落ち
着く・涼しい（48.3％）と感じている。また，女子
はイベント用浴衣をわくわく（63.8％），かわいい・
華やか（55.2％），大人っぽい・うきうき（46.6％）
と感じ，明らかに差異がみられた。
女子のイベント用浴衣と温泉宿用浴衣のイメージ
浴衣の着装体験が温泉地域の活性化やファッションセラピーに及ぼす影響
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Table4 温泉YukataImage形容語のクロス表
（男女込N＝106，上位15イメージ形容語）
15形容語
温泉浴衣男女込 106名
合計1
落ち
着く
Q4-2
軽快
Q4-3
わく
わく
Q4-4
清潔
Q4-6
大人っ
ぽい
Q4-8
歩き
回る
Q4-10
涼し
い
Q4-11
爽や
か
Q4-12
楽な
Q4-14
解放
感
Q4-23
快適
Q4-24
ゆっ
たり
Q4-25
楽し
い
Q4-26
さっ
ぱり
Q4-33
はだ
ける
Q4-1
落ち着く 56 16 12 27 13 13 37 23 29 20 26 33 8 19 10 56
Q4-2
軽快 16 30 11 14 4 10 21 15 18 16 16 15 5 14 10 30
Q4-3
わくわく 12 11 32 5 5 9 12 10 16 7 12 9 12 7 8 32
Q4-4
清潔 27 14 5 39 15 9 26 23 24 18 21 25 5 19 8 39
Q4-6
大人っぽい 13 4 5 15 19 4 13 14 12 9 10 9 3 8 4 19
Q4-8
歩き回る 13 10 9 9 4 20 10 11 15 7 11 11 5 6 8 20
Q4-10
涼しい 37 21 12 26 13 10 56 34 34 23 30 38 10 23 16 56
Q4-11
爽やか 23 15 10 23 14 11 34 41 30 21 26 26 9 18 12 41
Q4-12
楽な 29 18 16 24 12 15 34 30 55 27 30 35 11 22 15 55
Q4-14
解放感 20 16 7 18 9 7 23 21 27 36 22 17 7 18 11 36
Q4-23
快適 26 16 12 21 10 11 30 26 30 22 48 33 9 17 14 48
Q4-24
ゆったり 33 15 9 25 9 11 38 26 35 17 33 53 8 18 15 53
Q4-25
楽しい 8 5 12 5 3 5 10 9 11 7 9 8 18 7 5 18
Q4-26
さっぱり 19 14 7 19 8 6 23 18 22 18 17 18 7 30 6 30
Q4-33
はだける 10 10 8 8 4 8 16 12 15 11 14 15 5 6 24 24
56 30 32 39 19 20 56 41 55 36 48 53 18 30 24 106
比較は，温泉浴衣は「ゆったり」「楽な」など体型
やサイズを意識した生理的快適性を求めており，イ
ベント用浴衣は「わくわく」「かわいい」「華やか」
などの心理的快適性を求めていると考えられる。
3-8男女の温泉浴衣の着装イメージの比較
図3に温泉浴衣の着装イメージの比較（性別）
を示した。図1と図2は男子と女子共にイベント
用浴衣と温泉用の浴衣を着た時に持つイメージにそ
れぞれ差異が見られたが，図3の温泉浴衣に関する
着装イメージには男女に似たような傾向を示してい
る。上位を示す形容語に対する男女の割合をみると，
涼しい（男57.1％，女48.3％），落ち着く（男57.1％，
女48.3％），楽な（男51％，女51.7％），ゆったり
（男46.9％，女52.6％），男子は爽やか（46.9％），清
潔（44.9％），女子は快適（48.3％）と感じていた。
男女の温泉浴衣の着装イメージの比較は，女子の
方が優位で男子とギャップが大きい項目は「わくわ
く」「うきうき」「うれしい」などの感情・気分を表
す項目で，心理的快適性を求めていることがわかっ
た。
3-9男女のイベント浴衣の着装イメージの比較
図4にイベント浴衣の着装イメージの比較を示
した。イベント用浴衣の着装イメージについて，女
子はわくわく（63.8％），かわいい・華やか（55.2％），
大人っぽい・うきうき（46.6％）嬉しい（44.8％）と
感じている。 男子は涼しい（49％），爽やか
（46.9％）大人っぽい（44.9％）と感じている。
男女のイベント浴衣の着装イメージの比較は，
「大人っぽい」と感じているのは男子女子共に45％
前後を示した。また，「わくわく」は女子（63.8％），
男子（36.7％）であり，男子は温度による生理的快
適性を感じている反面，女子は心理的な楽しさや情
緒的な快適性を感じていることと考えられる。
3-10浴衣の意識・行動の構造（女子）
『浴衣の意識・行動』の構造を明らかにするため
に，まず，浴衣の意識・行動28項目の平均値，標
準偏差を算出した。そして天井効果（平均値＋標準
偏差＞6）が見られた項目は以降の分析から除外し
た。因子分析（最尤法・プロマックス回転）を行っ
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Table5『浴衣の意識・行動』の構造
（女子Ｎ＝58）
浴衣の意識・行動（16項目）女子
因子負荷量
Factor1 Factor2 Factor3 Factor4 Factor5
27観光に来た外国人に浴衣体験をしてほしい .867 .335 .022 -.046 .046
21浴衣を着ている外国人に親しみを感じる .775 .317 -.356 -.067 .260
22外国人に浴衣文化を知ってほしいと思う .702 .422 .234 -.167 -.198
26西洋人に浴衣は似合わない -.665 -.085 -.065 .259 .277
4浴衣を着ているといつもと違う自分になれる気がする .304 .831 .132 .092 -.045
5浴衣を着ていると相手の印象が変わる .486 .792 .260 -.141 -.190
3浴衣を着ていると気分が高揚する .135 .661 .234 -.132 -.026
28浴衣様子の外人とコミュニケーションをしやすい .411 .480 -.075 .399 .349
12浴衣でおしゃれを表現できる .097 .389 .780 -.005 -.017
13浴衣だけではなく帯の配色にも気を配る -.003 .035 .626 .010 .104
11浴衣姿は洋服姿よりも上品に見える .455 .216 .511 -.370 -.173
2流行の浴衣を雑誌やお店で見ることが楽しい -.072 .089 .498 .071 -.129
19浴衣は寝間着として相応しい -.115 .132 .175 .870 .219
6浴衣は寝間着よりイベント着の方が相応しい .198 .178 .162 -.595 -.104
8自分で浴衣を着ることが出来る -.137 -.092 .058 .112 .650
20パジャマで寝るより浴衣で寝た方が快適だ -.096 -.083 -.220 .565 .585
累積寄与率（％）【Promax回転，最尤法】 21.85 34.1 45.44 53.01 58.40%
F1 外国人の浴衣体験 1
F2 気分転換・高揚（Fashiontherapy) .427 1
F3 おしゃれ・浴衣の装い .029 .212 1
F4 寝間着用途 -.136 .052 -.141 1
F5 着脱機能性 .005 .021 -.218 .376 1
浴衣の着装体験が温泉地域の活性化やファッションセラピーに及ぼす影響
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Figure1.イベント浴衣と温泉浴衣のイメージ比較
（男子）
Figure2.イベント浴衣と温泉浴衣のイメージ比較
（女子）
Figure3.男女の温泉浴衣の着装イメージの比較 Figure4.男女のイベント浴衣の着装イメージの比較
―154―
Figure6.東京都Ooedoonsen「大江戸温泉物語」日帰り温泉施設（Photo撮影:孫）
Figure5.浴衣の意識・行動の構造方程式モデリング（女子）
（StructuralEquationModel:SEM）
た結果，5因子が抽出された。女子を対象にしたの
は女子の方が浴衣の着装行動に関してより細分化し
ている傾向がみられたので，因子分析には女子を対
象とした。
固有値の推移と因子の解釈の可能性を考慮しなが
ら，いずれの因子に対して0.35以上の十分な因子負
荷量を示さなかった項目と2つ以上の因子に負荷
が見られた項目を削除し，計16項目で再度因子分
析を行った。その結果5因子の構造が妥当である
と考えられた。最終的な因子のパターンを表5に
示す。
第1因子に強く負荷した項目は「27．観光に来
た外国人に浴衣体験をしてほしい」「21．浴衣を着
ている外国人に親しみを感じる」「22．外国人に浴
衣文化を知ってほしいと思う」「26．西洋人には浴
衣は似合わない」などであり，因子名は『外国人の
浴衣体験』とした。第2因子に強く負荷した項目
は「4．浴衣を着ているといつもと違う自分になれ
る気がする」「5．浴衣を着ている相手の印象が変
わる」「3．浴衣を着ていると気分が高揚する」「28．
浴衣様子の外人とはコミュニケーションをしやすい」
などであり，因子名は『気分転換・気分の高揚（ファッ
ションセラピー）』とした。第3因子は「12．浴衣
でおしゃれを表現できる」「13．浴衣だけではなく，
帯の配色にも気を配る」「11．浴衣姿は洋服姿より
も上品に見える」「2．流行の浴衣を雑誌やお店で
見ることが楽しい」などであり，因子名は『おしゃ
れ・浴衣の装い』とした。第4因子は「19．浴衣
は寝間着として相応しい」「6．浴衣は寝間着より
イベント着の方が相応しい」であり，因子名は『寝
間着用途』とした。5因子は「8．自分で浴衣を着
ることが出来る」「20．パジャマで寝るより浴衣で
寝た方が快適だ」の2項目で構成されており『着
脱機能性』と解釈した。なお，第5因子まで16項
目の全分散を説明する割合は58.4％であった。
3-11．浴衣の意識・行動の構造方程式モデリン
グ（StructuralEquationModel；SEM）
『浴衣の意識・行動』について，SEM（Structural
EquationModel構造方程式モデリング；分析の目
的）を視覚的に表すため，分析するプログラムであ
るAMOS（共分散構造分析:AnalysisofMOment
Structures）を用いて検討した。図 5は潜在変数
（「F3浴衣の装い」「F2気分の高揚」）や観測変数
（「13．帯の配色」「4．違う自分」など）の変数間
の関係性を，有意なパス図を用いて表現し分析した。
つまり，『浴衣の意識・行動』を構成する潜在変数
（楕円形で描かれる変数のことで，直接的に測定さ
れていない変数又は概念的に表されるもの）と観測
変数（四角形で描かれる変数のことで，直接的に測
定された変数）の構成概念間の因果関係を構造方程
式モデリング（SEM）の手法（2006豊田秀樹）を
用いて検討する。構造方程式モデリング（SEM）
は因子分析と回帰分析を同時に行うモデルという言
い方もされる。
まず，女子学生58名における『F3浴衣の装い』
と『F2気分の高揚（ファッションセラピー）』に
ついてモデルの妥当性を検討した（図5）。その結
果適合度指標はGFI（Goodnessoffitindex=0.939）,
修正適合度指標AGFI（AdjustedGFI=0.884）は高
いほど適合，近似誤差平方平均根 RMSEA（Root
MeanSquareErrorofApproximation=0.000）は
0.07以下で適合とされるので，モデルの説明力，デー
タへの当てはまりなどから，適合度が高いと言える。
浴衣の意識・行動の構造方程式モデリング
（StructuralEquationModel；SEM）図5をみて
みる。
浴衣でおしゃれを表現（0.91）し，帯の配色に気
を配る（0.53）などの『おしゃれ・浴衣の装い』行
動は，浴衣を着ているといつもと違う自分になれる
（0.85），浴衣を着ている相手の印象が変わる（0.78），
気分が高揚する（0.65）などの『気分転換・気分の
高揚』と双方向で関連が高い（0.4）ことが明らかに
なった。また，適合度指標も十分な値を示している
ため，有効なモデルと言える。
4．考 察
（1）フィールドワークによる調査研究
国内の温泉宿では殆んど宿泊客を対象とした館内
着（室内着）の浴衣を備えている。温泉宿は2名以
上を対象としているところが多い。また，温泉宿は
予約が要るため，観光客には手軽に行けないし，若
者には価格が高いので，浴衣を楽しめる機会が少な
く，客層も高齢者が多いのが現実である。
しかし，東京都の大江戸温泉物語は日帰り温泉施
設で，浴衣を選んで試着・体験できる魅力があり，
交通も便利であるため，客層も幅広く，外国人にも
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人気を集めている。
アパレル産業に比べると，輸入ブランド・百貨店
で販売しているブランド系の高価な衣服が従来の温
泉宿施設であるとしたら，2003年から2008年頃話
題となったグローバルSPA（製造小売業）系のファ
ストファッション系ブランドはファッションの大衆
化・民主化に寄与してきたといえる。ファストファッ
ションとはH＆M,ZARA,GAP,Uniqloなどの価
額が安く，早く流行を取り入れ，サイズが豊富で多
様な体型に対応できるように大量生産しているグロー
バルブランドのことを言う（孫，2013）。
このように温泉宿浴衣における和文化の体験が，
大衆化・民主化に寄与してきたのが大江戸温泉物語
のコンセプトであるように思われる。
大江戸温泉物語の客層は一人からカップル，同僚，
家族まで多様な客層に魅力があると考えられる。
衣服が心に与える影響が大きいことを考えると，
地方の温泉地に備えてある館内着を選べる浴衣に見
直すことで，和風の情緒的な雰囲気を演出することが
でき，非日常の癒しを味わうことが出来ると考える。
（2）イベント用（晴れ着用）浴衣を着た時の気
分・感情のクロス集計
全体の男女込では「わくわく－うれしい－はなや
か」「大人っぽい－わくわく－涼しい」「華やか－か
わいい－うきうき」「爽やか－涼しい－わくわく」
の組み合わせが多く出現された。
女子は，「わくわく－かわいい－華やか」「うきう
き－華やか－かわいい」「おしゃれ－かわいい」の
組み合わせが多く出現された。女子はイベント用浴
衣がわくわくと答えた37名はかわいい（24名），華
やか（22名）な感情を抱いていた。イベント浴衣
に抱く感情の女子の上位5位は「わくわく」が一
番多く，次は「かわいい」「華やか」「大人っぽい」
「うきうき」の順であった。
（3）温泉浴衣を着た時の気分・感情のクロス集計
女子の思う温泉浴衣の感情・気分の上位5位は，
「楽な」「ゆったり」が一番多く，次に「落ち着く」
「涼しい」「快適」であった。「楽な」と思う女子は，
「ゆったり」「快適」だから「楽な」と答えた。また，
「快適」に関しては「ゆったり」「楽な」「涼しい」
という気分が「快適」と解釈できる。
快適を衣服のサイズのフィット感を表す用語，
「ゆったり」と答えており「楽しさ」，生理的な「涼
しさ」を感じることが「快適」と考えていることが
わかった。快適な要因には生理学要因の適切な温度
関連の涼しさ，心理的な要因のサイズにおけるゆっ
たり感，楽しさを快適と考えている。また，「楽な」
が快適性を感じさせる要因に繋がっていると考える。
スタイルが同じ服装のSlowFashion（流行によっ
て形の変化のない，例えば民族服，制服など）浴衣
は，着用場面によって気分・感情が異なるので，気
軽に体験できる浴衣にも応用できると思われる。
全体での温泉浴衣とイベント浴衣の上位5位項
目を比較すると，「涼しい」は一致するが，温泉浴
衣には「落ち着く」「楽な」「快適」「ゆったり」など
心理的・生理的な快適性を抱いており，イベント用浴
衣は「わくわく」「華やか」「大人っぽい」「かわい
い」と心理的な快適性を抱いていることがわかった。
男女全体の結果も温泉宿用浴衣とイベント用浴衣
の場面は違いがみられた。浴衣も着用場面により抱
く感情・気分が異なることが示唆された。温泉以外
の場面では老人病院などに応用できると考えられる。
入院している患者さんには，食事や寝る場所などの
環境に変化がない。そのため，まわりと差をつけ自
分らしさを表現できることは衣服のみであると考え
る。そこで，自分で選んで和服（ゆかた）を着ると
いう体験をさせることで，気持ちが前向きになり，
気分が高揚できる。
（4）イベント用浴衣と温泉宿用浴衣のイメージ
比較
男子は，「爽やか」「涼しい」「清潔」は温泉浴衣
にもイベント用浴衣にも上位に現れ，男子は浴衣を
生理的な側面として浴衣の快適性を感じていると思
われる。
本報では浴衣を着た時に持つイメージ（形容語
33語）について，気分・感情に関する用語と表記
する。
女子は，温泉浴衣は「ゆったり」「楽な」など体
型やサイズを意識した生理的快適性を求めており，
イベント用浴衣は「わくわく」「かわいい」「華やか」
などの心理的快適性を求めていると考えられる。
（5）男女の温泉浴衣の着装イメージとイベント
浴衣の着装イメージの比較
男女の温泉浴衣の着装イメージでは，女子の方が
優位で男子とギャップが大きい項目は「わくわく」
「うきうき」「うれしい」などの感情・気分を表す項
目であった。女子の方が男子より心理的快適性を求
めていることがわかった。よって女子の温泉浴衣に
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は，多様化している好みを配慮した浴衣を備えるこ
とが効果的であることが示唆された。
男女のイベント浴衣の着装イメージの比較では，
「大人っぽい」と感じているのは男子女子共に45％
前後を示した。また，「わくわく」は女子（63.8％），
男子（36.7％）であり，男子は温度による生理的快
適性を感じている反面，女子は心理的な楽しさや情
緒的な快適性を感じていることと考えられる。
（6）浴衣の意識・行動の構造（女子）
浴衣の意識・行動28項目（6件法）から女子の
浴衣の意識・行動の構造が明らかにするために潜在
的因子分析を行った。女子は「「外国人の浴衣体験」
「気分の高揚（ファッションセラピー）」「浴衣の装
い・おしゃれ」「寝間着用途」「着脱機能性」の5因
子から構造されていた。さらに，浴衣における装い
の体験が気分の高揚（ファッションセラピー）」に
及ぼす影響を，構造方程式モデリングを基に可視化
した。
（7）浴衣の意識・行動の構造方程式モデリング
（StructuralEquationModel；SEM）
「浴衣でおしゃれを表現（0.91）」し，「帯の配色
に気を配る（0.53）」などの『浴衣の装い・おしゃ
れ』行動は，「浴衣を着ているといつもと違う自分
になれる（0.85）」，「浴衣を着ている相手の印象が
変わる（0.78）」，「気分が高揚する（0.65）」などの
『気分の高揚・気分転換（ファッションセラピー）』
と双方向で関連が高い（0.4）ことが明らかになった。
また，適合度指標も十分な値を示しているため，有
効なモデルと言える。
以上，女子の浴衣に関する装い行動を構造方程式
モデリングにより可視化した。また，浴衣が心に与
える影響が理論的に示された。男子よりも女子の方
が温泉宿用の浴衣に関して心理的に高揚感を感じた
り，楽しく思うことが示されたので，女子の浴衣の
意識・行動の構造方程式モデリング（Structural
EquationModel；SEM）で検討を行った。
5．結 論
本研究は，和服の浴衣を対象に温泉浴衣とイベン
ト浴衣の2種類の浴衣がそれぞれの着用場面で，
どのように異なる感情や気分を生み出すかを検討し
た。その結果，浴衣が人の心に与える心理的快適性
及び生理的快適性の男女の違いが明らかになった。
本研究は以下の点に学術的な特色・独創的な点を持
つと言える。
1）基本属性別に分析することで，どのような浴衣
を備えるのがよいかという温泉観光戦略が可能
になる。
2）個性のない浴衣よりも個性的で多様な嗜好の浴
衣の方が，非日常の変身願望を叶え，着用する
人の心を満足させる結果につながる基礎研究と
して意義を持つ。
3）和文化体験が温泉地において，ファッションセラ
ピー（治療）に応用できる可能性が示唆された。
4）イベント用浴衣と温泉宿用浴衣の着用場面によ
るイメージをテキストマイニング手法により男
女の違いを可視化することができた。
5）また，『浴衣に関する意識・行動』の28項目を
因子分析した結果，5因子が得られた。『オシャ
レ・浴衣の装い』が『気分転換・高揚（ファッ
ションセラピー）』に与える影響を構造方程式モ
デリング（SEM）により可視化した。
以上の研究では，浴衣の快楽性（感性的Pleasure;
社会文化的な），おしゃれな浴衣（スローファッショ
ン）に着想し，温泉施設で自分の好みのゆかたを着
る体験がファッションセラピーに影響することをテ
キストマイニング手法で可視化した。また，浴衣の
快適性（ストレスのないComfort）を質問紙調査し，
浴衣によるオシャレ，気分転換・気分の高揚，変身
願望を構造方程式モデリング（SEM）で共変関係を
明らかにした。さらに，温泉浴衣とイベント浴衣の
着装感情の男女の違いを明らかにした。
浴衣は若者や外国人に非日常を体験させ，和文化
を楽しませる手軽な手段であると考える（図6；東
京都「大江戸温泉物語」－東京都江東区青海にある
温泉を利用した日帰り入浴施設である。；photo撮
影：孫）。また，選べる浴衣が温泉街の雰囲気にマッ
チし，良い空気を作る手助けになっていれば，地域
活性化や気持ちの高揚・癒しにつながることを本研
究では明らかにした。
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要旨（Abstract）
本研究は，浴衣の着用イメージと，ファッションセラ
ピーとしての浴衣着用の効果を検討した。
1.温泉宿用浴衣のイメージについて，男子は落ち着く
（57.1％），涼しい（57.1％）楽な（51％）と感じて
いる。女子は温泉浴衣をゆったり（52.6％），楽な
（51.7％），快適・落ち着く・涼しい（48.3％）と感
じている。
2.イベント用浴衣のイメージについて，男子女子共に
大人っぽい（45％）と感じている。また，わくわく
は（女子63.8％＞男子36.7％）であり，女子は心理
的な楽しさの快適性を感じていることと考えられる。
一方，男子は涼しい（49％），爽やか（46.9％）など
の生理的快適性を感じていることが示唆された。
3.『浴衣の意識・行動』の構造方程式モデリング（SEM）
では，『浴衣の意識・行動』の 2潜在変数（latent
constructs；『おしゃれ・浴衣の装い』『気分転換・
ファッションセラピー』）と 8観測変数（manifest
variables）が構成された。（共分散構造）分析の結
果，モデルの適合度はGFI＝0.939，AGFI＝0.884，
RMSEA＝0.000となり，あてはまりの良さが示され
た。
「浴衣でオシャレを表現（0.91）」したり，「浴衣だけ
ではなく帯の配色に気を配る（0.53）」人ほど「浴衣
を着ているといつもと違う自分になれる（0.85）」気
がしたり，「浴衣を着ていると相手の印象が変わる
（0.78）」と答えるなど『浴衣の装い』と『気分転換・
ファッションセラピー』に相関（0.4）がみられた。
浴衣の着装体験が温泉地域の活性化やファッションセラピーに及ぼす影響
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